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昭和 '1- 3年度予算について

基本的な考え方

昭和43年度の日野市の予算編成K当つては次の 2つの方針を基本的な考え方としずこ由

その第1は健全財政を建て前とする。すなわち自己財源を主体として事業計四を立案ずる

11 入るを計り、出ずるを制ナる H としづ経済原員Ijを柱Kして、事業を先ず考えてその資金調

達を策すると、当初予算は、水増予算、単なる努力目標となる9 その目標達成のため、政治

的工作が事務句消耗に追われて、肝心の市民サーピスがおろそかKなるため、ここ に建全財

政の建て前をとると、そのような不合理な煩威から解放されて専 ら市民サーピス托専念でき

る。

その第2は基本的総合計百 (マスタープラン)に基く短期実泊計百-43年度予手続詰成一

笑施とその統一性を保ち、累年の積上げを計百的に考える。そし て本年反は、その第一年度

であるので都市的施設の充実、物的環境の整備に重点おくことa

全体的宣之t気事業

昭和43年度の重要施策は次のとおりである 0

(1 )マスタープラン策定

(2) 道屯整備事業の完備

。)区iヨ整理事業の推進

(4 ) 教育施設整{荷の充実

第8小新設、第5小増設、第6小増設、第2小防音、七生中防音、澗徳小屋体新設、第

1小屋体改築

(5) 衛生t8設の増設

し尿処理場佳i誌

_bj(道拡充

じん芥焼却場建設

。)町名地番の整理事業

(8) 

(ヲ)

ω 

市内工場の集約化

勤労者対策の樹立

集会施設の建設

社会教育センター

小地区セy ター

G1)市立総合病院の充実

ω市立図書館活動の拡充

G3)市制5周年記念事業

ろ 昭和43年度予算編成細目その 1(既定経資)

(1 ) 全附句事項

げ)国都の予算編成方針及び地方財政計四はまだ明確でないので財政収支の的確な見とお

しを得ることは困難であるが、さしあたり歳入歳出とも原員11として、現行制度を前提と

して年間を通ずる歳入歳出の見通しのうえにたって予算を編成すること。

(ロ) 昭和43年度の市財政は、さきの議会忙おいて議決されたと おり 、来年度負担すべき
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。食糧安

4 2年度予算以内とするO

なお、 これが執行については稜々問題があるので別途財務課長、出納課長と協議の

上通知する口

o 印刷製本資

浄普:印刷委託制度忙伴い昭和43年度予算計上方法が大rt(て変るが、一応各課Kお

いての印刷製本貸を掌握するため従ム己盈り予算見積りをすると と。

。胃液料、電話事九光熱水宍等の義務i径交も年々増大して看過できない績となってい

るo

そのため公私区分、無駄の排除Kは一層努力すろこと lてより、その圧縮を計った予

債務員資 1億円の義務つeけと人件交や物件廷の増税資と生活環境施設の整備など市民の

要求は質的Uてかなり向上してし、るよとなどから、これまでになく市財政は財源難にな

る恐れがあるた:力、;尽力財源確保に努めなければならなL、。

従っ て、予算要求にあたっては常~と住民福祉の増進を念頭陀お くこと は勿論である

が、程携の基礎も効率的忙し、必要性の高いもので、しか も計数にお¥，、て正確である

よう に努めて欲しL、。 そのためには過去忙おける決算の分析。昭和4-1年、 4 2年度

の予算の執行過程における反響等の検討K努めて欲しし、その上不急事務手来の一時

保留、効果の薄いも ιコについては、 ;i主力廃止するよう努力をすること。

付 編成要領!ζついては、前年皮肉様既定経資及び新規経費とに分けて編成する。

重点施策について L主、 .~ IJ途依命通達されるところであるがとりあえず既定経交のみ

編成すること。向、既定経費とは、次陀該当する事務事業安である。

イ 現に運営している事務事業の維持管理資

ロ 人口増加に基づ く対象J肴~'C 伴う必然的j普力日経費

ハ 施設の完成に伴う事業開始託委する経安

ニ その他上記に準ずる必要最小限皮・の行政運営安

(2) 歳入に関する事項

(ィ) 税収入は歳入の根幹でみ に予算編成の基礎となるもので、ある口それ故、課税対象

の完全なる把握に努めて調定収入見込を的確K算出すること。

や)使用札手以ネ:;.については、過去の実績を検討し、対象件数を的確K把援し増収を
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算見積り をする とと。

図ること。

。維ナ勢市イ彦氏

施設の増加12 規模の拡大に よって維持、 補修~'{が増大ずる ことはやむを得ず、 施設

の効用を維持する必要上十分なー予算は確保したい考えであるが、管理運営Kは特設

の研究を重ねた上で、経貨を見積-ることo

ヤ守 その他の経u
。負担金、補助金に ついては対象団体」対象事業の内容説明事業:計四および収支計四

害等の関係資料を提出する こと O

。債務負担行為負担額、および これに準ずる経費で昭和L)3年度歳出予算と して出f量

すべきものは、その旨明示 して脱潟・のないよう計上すること。

0 継続完Kついても同様とする。

(4) 特別会計

一般会計の編成要領K準じ編成する こととし、 年間経質と関係歳人を見積り計上すると

かj その他の収入についても見積りは過大であっても過少で、あっても財政の計図的運営

を危うくするものであるから、精査のうえ適確な財源捕捉に努めること O

(3) 歳出に関する事項

(イ)人件 r~

。給与FHc-ついては人事課が依 う(三役。一一般職)

o 臨時減員賃金等iてついては人事課長との協訟を経たうえで計上することo

また原則として臨時職員賃金等法準表による。

。報酬について十人現行条例の定めるをころKより、関係規定で定める人員を基礎

として算出する。

(ロ)物件 費

人件白とあわぜ、物1村そも年々物日しj可抗軍営の弾力性を減じてL、るこ とは注意す

べき傾向にあるむ そGために物件‘廷は極力経費の効率化を図ってそのj発模の増大をき

たさないよ う努め真に必要経交のみ計上することコ

なお、消結晶、原材料H、備品蘇入交については別冊単価表忙より 算出する こと。

o 旅 交

普通旅f3:は前年度実績勘案によるo

研修に要する旅廷は企図室において一括計上するが市以外の組合、図体等が主催

する管外視察の随行に要する市費負担は中止する。

と口

事務事業の再検討を通じて合辺化をはかり、あまり一般会副‘に依存しない事0

4 昭和43年度予算編成細目その 2(新規経f{)

(1 ) 全般的事項

昭和43年度予算は、マスタープラン忙基く初年度の予算J化に則り健全財政の保持を基

本とし、経誌の効率化 。性質汚'J経B(rCおける投資的経口俊先主義とし、又白的別経Dvcお

ける重点主義を堅持するものと定め、市が当面す る課題の解.決をめざし、 次の 7項目を重

点卒業としてとり あげ、これを中心忙編成ーするものとするO

。)都市計百事栄を中心とする都市的施設整備の推進

(2) 小中学校施設整備の推進 と教育内容の充実

(3) 福祉行政の拡充

かn清掃事業の円滑化と施設の増設

(5) 地区センターの設置

(6) 市政5周年記念行事K係る卒業

(7) 町名地番整理卒業の推進
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向、新規経費の財源として充てられるべき国庫・都支出金。その他の特定財源について

は、国。都から特に指示のないものについては、昭和42年度托おける交付条件に基づい

て計止するものとする。

市債lてついては、現行の起債許可方針に従って、起債対象事業範囲および計上f去を算出

するものとするD

5 昭和 43年度予算の概要

昭和43年度予算は当初5ヶ月の暫定予算として調製したがその後市長の病状回復をまっ

て、こふ iて本予算と して調製した ものである。

そρ編成された一般会計及び特別会計の予算の規模は次のとおりである。

向、先に本予算として調製した特別会計予符も下表K加えた。

図表 1 

区 分 43年度予算額③ 42年度予算額③ ④ー⑤
戸酔

/;.'一 般会計 1， 9 7 0， 7 8 9 干円 2 干日 千円
1690，O1 i280，777 

B "特別会計 1， 2 4 1， 4 7 0 5 8 4，9 6 7 1 6 5 6， 50 3 

今回3J1|1国民 健康
1 4 5，6 2 8 1 1 5， 2 5 0 3 0， 3 7 8 提 保険会計 l 

出
都市計百会計グ3 4 6 5，0 0 0 9 6，4 8 5 3 6 8，5 1 5 

「才芸誌市

13，824 1 5，6 9 9 ζ2斗 1， 8 7 5 

立病院会計 1 9 2，4 5 6 1 9ヌ45 4 ζご込 4，99 8 

水 道会計 4 i 8，7 6 8 1 5 3， 8 1ヲ I 2 6 4，9 4 9 

伊会議lののもI農業共済会計 I 5，79 4 6，26 0 466 

A' 十 B' 3， 2 1 2，2 5 9 12， 2 7 4，9 7 9 

本年度総予算は陸!表 1のごと くその規模が前年より 41. 1 %の増加で32億円の大型予算

である。とく K都市百十回会言十、水道事業錆十が急激に上昇し てL情。

次に一般会計Kついて

歳 入の概 要

昭和 43年皮の歳入総筏は 19億 7千 78万?千円であり、前年度に比し、 2億7千77 

万 7千円と 17 %の増加である。

これを歳入の構成比からみると (図表 2 )市税は前年は忙比し O.6弼(6 2.2弼→62. 

8 % )とわずかに上昇しているものふ本年度は国の減税政策と共K地方税措Ij改正等Kよると

とふ、 自動車取得税交付金及び交通安全対策交付金等の創設によ りヰ服す的K低下したためと

考えられる。とく K市民税については、 本年度の税制改正によ り市民税の基礎控除の引上げ

-4-
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( 1 0万円→11万円)給与所得控除の引上げ(4万円→8万円)最高限度額(1 8万円→

2 2万円)等各種控除の引上げによる減免により、 4千万円前後の減が予想されたが自然、増

等により前年皮より、や九上回った収入見込をたてふいる。

0 自動車取得税交付金についてt土、市町村道の整備の促進をはかるため本年度より新たに

創設されたものである。

o 地方交付税については、本年度も基準財・政収入績が9億 9千万円と推計され、一方基君主

財政需要伎が6億8千万円と推計されると、差額5億 1千万円相当の財政構造陀弾力性が

あるため本年)えも不交付団体と思われる。従って本年度の予算化は特別交付税のみ計上し

たわけである。

。交通安全対策特別交付金Kついては、交通安全対策事業を促進するため、その財源に充

てるため交通安全対液特別交付金が本年度よ り交付されるので計上し 1':"0

o l'ffiXiK支出金は(9.4%→ 11. 2骨)と1.8婦の増加を示し、 都支出金Kおいても (2.5 

%→4.6% )と 2.1%の増加を示している。

また、市民lておいても財政の健全化をはかる趣旨からその構成比は(虫 3%→ 6.'1 ~(; ) 

と3，2労の減になってL、るが昨年の学校用地購入の市債があった事も要閣になっている。

o 諸収入vc.ついては、前年反の構成比をみると 2.3%と減忙なったが、 これは前年におい

て石毛主的行した住宅公団の進入道路受託工話収入;かがあった ふめで、実質(rcは 0.3需の増

以n、士三jミしてL、る。

o 繰越金につし、て本予算を調製する時期が出納閉鎖中である7守二め大 ItJvc言「上じ7こ<> 6千万

円は 5 月末日の一般会計予算況の 3.2 ヲ~ V[相当する。

-5-



歳入予算額の推移
指数 i図表
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歳出の 概 要

昭和43年度の歳出の縦賓は 19億7千 78万 9千円であり、前年度に比し2億 7千 77万

7千円と 17 ~の増加である。

とれを目的別の構成比からみると(図表5)本年度トツ7・K構成された教育費は前年度K比

し (31.:>係→32.2労)と 0.7婦の増加七示している。 これは日野市Kおいて過去一貫して

教育の手数最優先した事訴している。この増加要因峨8小(仮称)の新設校J-潤徳小の

屋体、--YJ、の屋体. 第 5 小、 第 6小の増築分( 債務負担分)小学 6~ 中学 2 ばー 3 年生の机

等の入れ替図書活動の充実、幼児7・ーノレの設置、多感平バレーコートの設置等に積極的に予算

化を図った事にあるc

竺ぎに総務先は、前年度K比し(1ス0係→ 15. 5需)と1.5婦の減になっ ているカに民生

氏、南生設とも K相対的K上っ ているため低下したよ思われる。内容的にみれば重点施策にあ

げる町名地番整理卒業は市民生活の利便を図るべく予算化し、交通安全対策事業の充実 〈通学

路標識等)市制5周年記念事業、庁舎建設積立金等K予算化を図ったが構成比そのものは低下

を示しているが、予算績は前年度よ り2千2百万円の増加を示している。

つぎ忙、衛生貨は前年度忙比し(1 4.4%→1 5.0婦〉と 0.6%の増加を示 してL旬。 とれ

は前年交からの紺続事業である、し尿処理施設の予算化Kより本年度に完成をめざすがその結

果 し尿処理施設の現有能力は 14 1 Kgで 10万余人の衛生郷里が可能忙なるむ又、本年度よ

り新たvc着手するゴ ミ処理は2ヶ年事業で推進すべく 43年度予定分の予算イむを図った。

又、かねて懸案であった火葬場の整備計百も重点的に財源配分をしむ 又 他K病院尋喋への

補助分が多額に操出されていることであるq

っ き:'~(土木公は前年度K比し( 1 6.1弼→ 15.3係)と 0.8係の減忙なっているカ元前年反

比おいて住宅公団進入路建設交が 6千7百万余と高校の予算があったふめミJ..侠上は3.2婦の増

加を示してい る。 予拝領忙 して?千?百万円と増加し、これば重点的予算配分を示して¥，'，;::，。

内容的忙みる と全市の道院舗装をめざすため1j意円の卒業予魚、都市計百事業へ?千万円の

投資的予算、i盗容パトローノレ強化のため道路初修車の購入、 迭問、堀之内排水管埋設工芸謀、-

本年三重点卒業施策として財源配分を行うべ く予算化を/2Jった。つぎに民生氏は前年度に比 し

( 8.8%→ 11.0帰)と 2.2婦と増加し、この構成は本年度の トップUてあたり民生交重点施策

を示すものである。予算額忙しても教育交についでる千7百万円と最高の増加を示している。

内容的にみると生活扶助公が前年度に比し2千5百万円の増でこれは本年波よ り身障者の自立

性を高揚するための足がかりとして、身障手当を支給すべく予算化を図ったためである 。

又、小地区センターを2ケ所設置するが、年皮途中においてあと1ケ所設置するため予備交

K 財源七繰込んでいる誌である。

¥ 
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図表 5 歳出予算額前年度比較

i本年度

款 ! 予算額

仏)

1議 会 u 35，706 

1 1 1 1 日

64，268 I 46，524 I 1ス744

1 5，220 1 3，655 I I， 565 

。

I 1，97 0，7 89 I i， 6ヲ0，0I 2 1280，7 77 I 1 17 100.0 1 1 0 0.0 

-9-



っき:(rC性質別歳出の待成状況は 「図表6Jのとおりで、人件費扶助究および公債貨の義務

的経授が歳出総額の約 4割、(3 5.3労)を占めてし、るq また投資的経演の比率は 5虫4婦で

あって、 この両者が歳出総額の 74. 89bを占めているO

そのうちの公債裂はどのような趨勢にあるのかというと、本年度は市伎の累増に伴 う増高

額が前年反よ り1，7 0 0千円余であるが、一般財源との割合は 5労以内忙とどまっているつ

又、建設卒業fHt::おいては、市民の生活閣として快適な環境を整えるための諸施設の拡充に

よって年々増詩わ一途をたどウてきたが、本年度にさ乱、ても 68，4 0 0千円である。

との事業交の目的別の主なものは図表 6 のとおり~(:"教育 i~.. 土木授、 1有生党および農業

資で全体の ?寄付r占めている。

つぎに、一波財源の充当状況は図表7の とお りで、教育施設事業に 4 2，7 0 0千円の樗

成割合が30 %で)般財源の充当割合 6ス3ザであり、ついで土木施設字業収=2 6， 7 0 0千

円、格成割合が 18.6%で)紋狩涼の充当割合8ス6% 保険衛生局設手業VL1 5， 3 0 0千

円 祷成割合が 10. 7 9b 充当割合が 52. "1婦と示しているc

総務費関係十ておいては28， 1 0 0千円で楕成割合が19. 6領、一役財源の充当割合が 9O. 

ー 69iるである。

-1 0ー
- 1 1一
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図表
昭和'1- J年度 一般会 計各款男IJ経費構成

6 (単位千円)

経 常

物件費

内貿

貸 付 金

維持
~ 

出 資 金

扶助費 事業費 公 位 資

計 補修費 繰 出 えzz』

予 備 費

3 5，7 0 6 。 。 。 。
2 82，0 1 1 1， 2 2 4 。 1 1， 9 8 6 1 0，4 5 8 

1 0 8，6 9 6 。 7 8，8 8 6 7，946 2 0，5 00 

1 5号88 8 。 。 1 2 3，6 9 7 6， 4 9 4 

3，3 1 3 。 。 1， 7 9 2 。
2 1， 7 6 8 。 。 6，87 6 7 0 

1 1， 1 2 5 。 。 。 号250

5 3， 1 4 6 2 1， 3 3 5 。 '1 3 8，2 7 6 9 0，0 (1 0 
.叫

47， 322 。 。 4， 1 5 0 。
2 4 4，7 4 0 5，40 3 1， 9 6・4 3 8 3， 1 5 8 1 2 0 。 。 。 。

。 。 。 。 6 4，2 6 8 。 。 。 。 1 5，2 2 0 

6 7え882!
一 一

1967，71 5 2ス962 8 0，8 5 0 2 16，38 0 
a 

区 分 本年度予算額

人件 公 その他

別財源内 訳書
(単位千円)

源 の 内 訳

負担金 側;時三割当i 市 伝 諸 収入

そ の そEτご寸千。 。 。 。
。3，29 5 。 。4， 9 

トー-1 5t ? 8 2 1 (1 3 。2，443 1， 9 0 8 

→ 。2ス409 5 0，0 0 0 。 。
。 。 。 。 。

1， 2 5 6 。 。 G 。
町一一叶ーー。 。 。号758 。

号510 1， 0 5 9 。 。1 0， 0 0 1 。 。 。 。 。
。 8， 7 8 6 7 2，0 0 0 234 。
。 。 。 。 。
。1， 7 4 9 。 。 。
。 。 。 。 。

3 0，7 4 8 4 2，4 0 1 1 2 2，0 0 0 1 2，4 2 5 1 6. 8 6 7 

ヶ 12::'!'" -1，3.-



図表 8 

歳 出 月lJ

1 1 2 1 3 4 5 6 7 

議会疋 |総務D: I民生12 衛生nl労働白 I:農業日 |商工D:

1虫負担金初助及び交付金I 280 

2O 

幻弐 付付. 一 ~ I 一JL」一一 o
2幻2.ネ村梢A占}償初当損司 及ひe百R古削世償T匂d余注I 0 

史11 9 。

23償還金利子及び割引料

24投資及び山代金

25.積立金

26.寄 付 金

127.公 諜 μ
ト一一一一一一一一 ト -

284操出金

予備 ï~

合計

647 

968 O
一

o
b

。71:  
。

。
。nu

一
円

U
一
円

U

。 。 。 。。
ド一一

nu
一

n
u
一
円

U

2O:00~ hEi下
n
U
E
n
u
一
円

υ

nu

一n
u

一n
u

35，706 1305，6791 21 6，028 1290，0791 5，1 05 /28，71 4120，375 

。
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明 来田 主主
Eヨ

(単位 千円)

ムロ

勺
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'
、
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備

1
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宝
口
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A

4
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口
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1

災
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乍
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-口ば

4
』

h
A

ヰ
司
dnH 

9

防立
門

、ィ
f

-戸
'
弓
i

J

8

一一
2344q  。

ー 2三三1I 0 

3，686 

6号936

51，463 

6，626 

0 

0 

0I 0 

0 

0 

o I 0 I 0 

0I 0 

3 0 2，7 571 51，4721635，385 

nu
一

円

。

一

ノ

O

一
円
ノ
」

.
，
 

一λ
斗

一
Jo

n
u
一

円
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一

円

U
一
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U
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図表 ?構成比

歳入

，，，，
.
 
lI

l

 

市税

6 2.8 % 

、¥、
、、、

1

、、

/----

歳出
一一------...、¥

「ー
、、、

8. 1 幌、

、¥
¥ 

、、

諸収 入

ー.、、、‘

オ三 重E

入
歳

1， 9 7 0， 7 8 9千円

"----一一二

、‘‘、
1
 

ii 

i

iー

1， 9 7 0， 7 8 ?千円

// 6.1 % ¥ 

¥ 
1 5.4 骨

¥ 
¥ 

_，.../-

/ 一一4白調__---

。分担金及び負担金 2.0 S時]

。使用料及び手数料 2. 5幌、

。労 働資 0.29十

o財産収 入 0.1 % 

。農業費 1. 4切・

。繰 越 主戸、 3. 0 明、 ‘' ‘・
o商 工 資 1. 1 9も

o自動車取待税交付金 0.5勿

。予 備費 0.4%

-16- -1/-



第/款議 よ〉、
ヲコミ 費

カ 談会授は，議員報酬および議会退営陀要する経災ならび陀諮会事務局比かかる経費について算

出 した。その算定にあたっての， 議員数と事務局J政員数は， 次の とおりであ る。

議員 数 30人'

手務局Tl員ー数

局長 1 係長 1 主JJr-lえび主事補 (技師-補 ) 7 

説会費 の主妥業務計画
f単位千円)

侃j

釘ヰお; 総 J0 i主
Y;:{ 総務Hは， こ れを総f)j行王~f! ::íl\. t女 ~)dÿ . r'~市住民{j武H)( . 必挙 jii:. 統 IfhJ~ (f'L'( およ び牝1!f~j1
rj_'{の 6項陀ほか したO

Jそと σの'>'寸寸イ十hす-lq花て，-1本トド;Jι乙皮心の'つ):π可t}.点t

又，/イi二メイ「け引芝け-努タi談2誌羽'}I応院b玩沈tヒじ.1ぴ;弐支f凸l.;氾1芯3νJ小予が』的灼;白i千打{与れ 7.:)の で' ル I~ ψ: 1 介 11{:・1&仇したの f~J， 戸籍fヒJ込む幻覚L

イ，，]乙iflIfにねいて (似体)(七 ~\'; ~fc'ドデ I"I~. ):'~.:_ 1 ( it 0i.かあ ... ~) o 

次VC ， うち，n:jX5-主叱 ~~I つての行政組伎は次のとおりである。

世 千百 五:;， 2 6. 4 2 3 i_性研

ヰJ 11{ ，([;- t.文 55、CJ1 0 人

jl~ 挙七f 却を; II t文

監査を以以

4 人

2 人

次陀 ， 住民必本台11~1~ ， l佐伯人 IJは次のとおりである。

n[l~'1I 4 3イ1':'6 jJ 1 n :Yl'U: 
Hlt 刊: 数

L I本 対 」

L後一一--.-MLL2 6.4 2 ~ 
yド ff I ス573

1七生文所 I 8，31 3 

多Ff.平均芳 I 10，537 

一
一川
市
一
山
一
一

市cr )j 上じ

242 

83 

126 

33 

前*J:t_1摘 笠一
1，24少

340 

1，548 

どう~6 39 

1J(~íF n 4 3.1:r: 6) J 1 fJ Jfl{E 2. /へ 口

イζ 止i 前 )-J 前刀J:じ !日J61:: 比 11gj . 要
総、 数 81，21 8 80，7 22 496 3.41 2 

本 庁 23.039 22，821 21 8 361 

七生支所 26.334 26.'085 249 3.190 

多民平文所 31，845 31，81 6 29 ム139

-18-

、i I ‘ 
次陀，総務授における職員数椋成は次哀のとおり

'1 4 

一
1 I 1 2 0 

3 0 

1 3 I I 1 6 戸籍住民市 民 課 _1 L~ 

11 I 11  
選挙管玉虫 ， I 1 1 1 1 4 

委 員会 E2 2P |1 1326 2 駐在幸子tl臼

8 I 1 8 9 1 I 1 5 合計

-19ー



忠弘、
"じ、 務 費 の 主 要 業 務 ふー一一一一口 画

(単位千円)

t 

業 務 事 業 概 要 事 業 費

石油ストーブ設置 1 0ケ所 @ 3 0，0 0 0 300 

l 市浄 広報発行
年 28回発行 4.3 0 3 

害:印刷 委託 h子 内 印 昂IJ 4.076 

マイクロパス賠入 2 8人乗 り 1台 120，， 日4 日5 日~~
庁 舎債立金 庁舎建設費積立基金

。恥ん己、、
日野市基さルT本‘写L 的総:合~1lヨJ: 
計画 定

審話会V亡委嘱する 8 5 

給与計算委託 7月より安施する予定 3. 0 0 

住民るも本台帳詮:備 一一五民謀，保険諒，選管，訣税課，衛生課，教育

委:J~1 会等|久!述 した ~{;Îijf慨するため企画室で調 4.;'; 8 7 

←一一一一一一一-，_..一一一一ー一一一一ト
取 (異助局主}O)一本化及び市民個人カード )

一
移 rJ1J謡:成時入 スラベ タ.ツク 2基郎入

一一
印鑑照合器陥入 印鑑証明先行確認用 5台 6 0 

トlーーープjーーーー一一ト一、1ノ一ー一ナーノ匂ーLー設ーーー置ーー一一工-事ー一ーー
1， 100m 3.85 0 

カーブミ弓寸支置工長tJ. 1 3ケ所設置予定
:tI 

ー一 トーーーーー‘
通学路標設設定仁[ -~t~ 9 7オζ 2 9 0 

町名1u番 ~~王子IJ~-字誌 凶]ー名i白番格茸1~寄訟合護:溺と共に ζ立主推進 1， 9 2 9 
トー

f，_当主と販売j百組合助成 たばこ白羽販売務的入用のため 3 0 0 

~量生詮1-'.1;思挙 7月 :a"ill行
「一一三I7τ-l

都民使利l民配布負担 東京不1.¥市全世帯K配布するための負却金
ト一一一一一1一1一0一一I

各穏統計調3正実施 就業構造基本調資 7月実施

住宅統計 /1 1 0月 11 予定

商業統計 /1 7月 1，292 

工業統計調査 1 2月笑施予定

3そ 段業経営基本調査 2月 μ

他人経済力凋査 5月 u

須~平支所改修工苧 学童保育活以1のためごF皆改修 196 

市制記念品 業 市指Ij5周年記念概算額をtl-上

各款K計上のもの

商業祭

商 工 祭 500 

記念植樹

体育協会記念事業

財 源 内 訳
備 考

国都支出金 市 債 そ の イ也- 一般会計

。 。 。 300 従来の石炭ストープか交換 ー_-。 。 。 4.30 3 月2回1日号. 1 5日号臨時号 4回。 。 。 4.0 7 6 

。 。 。 2，000 大型パスを処分(本年広で耐用年数終了 }。 。 。 10，458 恭金総額 2 0， 4 5 8干円

。 。 。 859 

。 。 。 3.000 その内プログラム料 1，50 0干日ま今年限り

。 。 。 4.4 8 7 住民基本台帳法施行に伴うもの

ー一。 。 。 1， 0 7 0 芸月以存入によ る4倍の書類が入る
一一。 。 。 6 0 本庁，支 所

ー。 。 3.85 0 。
ー一。 。 455 。

。 。 290 。学校周辺 (半径 10 0 m以内ltて設置】。 。 。 1， 9 2 9 

。 。 。 3 0 0 売 上 増進

2，8 7 5 。 。
。 。 。

618 。 。 6 i 2 

。 。 。 1 9 6 

。 。 。 5 (J 0 

-20ー
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第 3款民生費
会 民生費は，これを社会福祉資，児童福祉資，生活保設費および災害救助費の 4項K区分 したo

そして， 本年皮は新たK目として， 身障者福祉資，精薄者福祉貨を設置 し，特に市民健康相談を

1ft点的陀実施する ため自と して保健施設費を設置 した。

向.前年度Uておいて，項と して国民年金費を言1-上 したが，社会福祉資の一環としたため陀廃項と

した。

つぎ比予算認定陀あたっての行政規模は次のとおりである。

被生活扶助者数

保育所

児童遊園地

学童保育

4 0 2世帯

4ク 所

福 祉センター(高l幡会館を含む )

公益質屋

井 向作業 J易

国民年金加 入者数

4ケ 所

2ケ 所

2ケ pfi

1ク所

1ケ所

ス762 名

次k.民生野陀おける職員数および職t'[構成はつぎのとおり

民 L
F」 議 主

政 京E経 笠 区 5子 行

項 目 市H 日 青果 もれ
一一一一

社会ネ1/，1:11:1':'( 社会制祉総務幻 社会才市中止m係職只数 福祉ぷ務所 '

一 脳民年金: i'1 保険謀|
見交

!弘
~[~話相仕授 y~主:杯i位iセ務t1: 児童似祉!封係}j哉品数

生活仙~f.~1，( 生活保設総tJ!i生活保âQ~務j説.w数

2 社会九:祉rr社会計si祉施設公 |作祉セ ンタ一
ト一一一

必至flメ凡a

そ の 千也 公 益 質 [iさ

J卜必Zネ戸祉fi 児童作祉施設計 1保 育 f~T 1."( 

_j_ 
の 十

l
.一
=
口

(単位干月)

款 ーP、小tt守 i4Lト4乏t_ 概 要具 ，~jl 1i n 

身体障害者相祉長 福祉手当支給 事JJ京予定人民 7 0人 1， 5 5 4 

氏 宇品祉手当支給 対象予定人μ
-同

精神武村若者約祉針 1 9人 3 6 0 

敬老金支給 あ給対袈.#長!<. 1，6 9 4人 1， 9 7 8 
ー

生 倣 老 ~ 市内を 8ク所単位K分け主K芸能観賞をま陀突焔する 1，0 3 5 

慰霊祭及び戦没者
250 

の合 ネし ヂf

'iJ( 
老人クラブ補 助 老人クラ ブ15ケ所 1ケ所 54.0 0 0 810 

公益質屋基金
ー一一

巡営費の基金総額 5. 0 0 0， 0 0 0円 4 0 0 

一 -

財 ~i- 内 訳
備 ラ長

国仰支出金 も-{ その他「τ函財:d
。 。 。 1， 5 5 4 本年比よ り実施。 。 。 360 。 。 。 1，9 7 8 。 。 。 1，0 3 5 

。 。 。 250 

7 2 0 。 。 9 0 。 。 。 4 0 0 

-22ー -23-



款 業 務 事 業 慨 要

ホームヘノν〈一 事業 老人家庭，身障者，精薄者家涯 、、ホームヘノ凶ー

小地区センター三設P 

置 工
日の蔦地区 )
三沢 地 区

2ク所設置

保健施設費 市民健康相談を充笑するため専問員を設置

国民健康保伽会計
へ 繰 出 ~ 

迩営作子;ラ として

児 童 措 置 市立保育所及び私立，管タ1保育所の措置資

児 童遊園地喜子府 市内 6ヶ月Fr
L会子ミ4 重 保 育 日野一小地区 (センター内 )

多民平地区 (多民平支所内 )

生 活 保 訟費

光の 家助 成 補助金 500 

貸付 金 5 0 0 

年 全 業 務

一一一一一一ー - - ・ --

第 与款 衛 生 費
す 衛生白は， これを保健江T生計，消防計および下水道frの 5項K区分したQ

つぎ VL ， 予手r~y.定vc.当 つての行政規税は次の と お り である。

段 芥 処 理 場 1ク 所

し 尿処現場

火 葬場

伝 染 病 院 隔 離 病 舎

(参 考 )

つぎ陀清ニ揃規模は次のとお り

ごみ収集対象人 口およが世帯数

区 分

1ケ所

1 ヶ所

1ケ所

市立総合病院

水 道 施設

多摩 平下水道施設

し尿収集人口および世帯数

区 fテ

し尿収集人 口 60，000 人

一I
事 業 費

576 

5.200 

197 
， 

1 9. 0 0 0 

3 2.9 9 6 

2. 7 1 1 

2.092 

7 0，0 0ヲ

1. 000 

2，3 1 9 

収 集 人 口I75.800人

収集 世 帯数 |ゴヨ 百 し尿収集t時 1史000世情

参 下水処理人口 16.83 I 世帯

考 自家浄 化 似 500出苦
-

-24-

ーー
内財 源 訳

備 考
国都支出金 市 債 その 他 一般財源

400 。 。 1 7 6 

。 。 。 5.20 0 

。 。 。 1 9 7 

。 。 。
1 9. 0口口上十一一

史 753 。 1 0， 9 2 8 1 2. 3 1 5 

666 。 。 2，0 4 5 

1. 0 6 0 。 。1. 032 

。 。1 1， 5 0 7 

ト。 。 1， 0 0 0 

ーー。 2.00 0 。
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次VC.衛生費Kおける職員数およ び職員権成はつぎのとおり

行 政
区 分

昔日 長 謀 長 '係 長

保健衛生 費 街 生 謀 2 

帰I u 
、清 掃 謀 ろ
(多民平下水道含む )

言十 2 5 

系旦 織
言十

主事・主事補・技師・技師補 雇 。長 人

9 5 1 6 

1 6 2 4 4 4 

ト一一一一一

、、、 2 5 2 7 60 

」一時ーー-

待i 生 資 の 主 要 号三ト 業 画

款 別法 務 ~ud 
'{V; 
1ぐ 慨 見{ 怯i:J.H.

Jすご I-.J. 

。
。

伝染病予 ~)1 IJ:I係

./'j. . 

'fl，J 

--u
 

j
 

''' 

i~ 
ごみ l代 係委託;

し以処JIPbi'lli立主指

~~ i宵 !定 化口

一円
U
-
n
u

，/
-
JO
 

A
斗
一
し
J

•
• 

7
人

一
司
ζ

ア
「
ぜ

一

n
u

一n
u
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昭和 fj. J年 度 保 健 衛 生 事 業計画

実施予定人員 実施会場数 医師起用人員 看護婦起用人員 イ庸
1，3 0 0人 7 1 7人 1 4人

1， 3 0 0人 7 1 7人 1 4人

2， 2 0 0人 8 1 6人 1 6人

9 0 0人 8 -・・教育委員会で実施

2.60 0人| 8 1 1人 8人

2，60 0人 8 '! 1ノ¥ 8人

7 3 0人 2 '1人

1. 3 0 0人 7 3 0人 2 1人

ト 1.0 0 0人| 7 1 0人 7人

1，0 0 0人 7 1 0人 7人

2.200人 8 8人 8人

ヲo0人 8 -・教育委員会で笑泊ドー
1，8 0 0人 7 2 1人 2 1人 一

3.0 0 0人| 7 7/¥ 3人

9.0 0 0人| -・教育委μ会で尖施

16，200人 8 100人 1 6人

I 5，0 0 0人 8 こ瓦「ト-377-ト「二一 一 二 一 一 一 ー ゴっ
「一ー一一一一一一一一一一一一

f 

昭 和 μ 3年!支防波薬剤 自己 年Ij 計画 予定表

[JJ;T二
T一一-

成 介 ー予 ムtt‘' 額 jti:f入 資

明 細
配 布 時 期 t商 要配布団数

ト一一一一一

スミチオン乳斉:lj プエニ トロデオン 10% 1，400 D 00円 200街 2 四
1 IElI日 5月中句 毘タtの発生源駆除対策花月i¥.、ゥジ， ボウフラ等の郎防:!fIζ大
2回目 1 1月中句 きな効果がある。ドー

一一一一一一一一一一一ートー

オノレソジクロノレベルゼン

オ ル ソ 乳斉IJ 60明} 595.000円 1 70缶

ト一一一一
クレソ二ーノレ 15% 

上記と同じ効呆があ り， その他伝染病予防上の代井l打開U'fIJ
1---3@ 8月 ，、、， 9月 としても使用する。( 主K台J!L\災省時陀~朋タえりをスミチ

オン乳剤と同時lて配布 )

DD  V P・・.0.3切)}(.見合

l昆合油斉IJ
リンデン… 0.5呪、 か

900，000 円 600倍 450C.C. 1 8.0 00 
D D V P "'0.3明'}iH上むIでhコDDT … 0.5~、 )

出g; 回 5月中匂 速効性で成虫凶除!ζJt]¥.、主I'Ls:?内のカ， ハエの脳除. X~肱 l
彬?自主草花 よく 芹1¥.、られる

設 そ 斉IJ クマ 1)ン 1% 294.000円 1 4.7 00袋 1袋 1 6.000 t断 回 1 1月中旬 人(5vc低tJ性 で家ねずみ， ドプねずみJ駆除K使片]する。
ー

粉 斉!J
DD T 1% ず、、~ 36.000円 30袋 一
BHO 1. 59号、

主比屋外先生源駆除対策K用 いる残効性を生か し公邸，11
一 土佐，荒地ぞ宇陀散用布)する。

(存j生訟で使

-28- -29ー



再7

コJ

回出~t* ~ I-_iの fl
c-0 I 0 I 0 I 8 2i  

国

第 s款労働費
す 労働安は，矢業安す策費 と労働諸費の2項 K区分 した。 その中比本年足の重点施策の1つとし

て，自に，勤労者ネ吾i止対策費を設置 した。

次ltc.予算算定陀当つての行政規模は次のと おりであ る。

失業対策事業，年間就労人員 4. 2 2 4人

次に 労働i}における職員数はつぎのと おり

区 分 |王卒及び主宰補雇傭人

土 木賢 1 1 

計業古
事要主ι〉資働)労

イ立j

費

l

i

l
i

-

-

-

農

i設業nは.ljJ業安の 1項だけである。

つぎに予公立定に当つての行政規模はつぎの とおり

家戸数 9 4 6戸

設業従事者数 1， 7 0 7人

民家 人 口 5.3 9 7人

つぎに長業費Kおける職員数および職員構成はつぎの とおり

Lニピ 生I ~~ 長し係長-i 主事及日迎
会業委 員 会 I 1..... 1 L一一一三z-業 謀 I 1 I 1 

計

費業第 ι款

y;[ 

7 

9 

万宣言

-31--30-



農業費 の主

款 業 務 事 業 概 要 事業費

用水改修工事 上 回 用 水 6、848

日野用水

盛 下 根用水

アメ リカ 、ンロヒト

リ防除対策
2 65 

補 助 事 業 ト ラク タ - ~詩人補助 700，000 6. 1 5 1 

揚水機設置補助 '1， 500，000 

図芸関係竣Jij}Jぷ業補助 2，1 30，0 00 

f域共済ミ討さ有i湖 1，000，000 

蚕糸.家畜事業中lfi助 371，000 

近代化資金利子補給 450，000 

第 7款商 費工
す 指工貨は商工授の 1項だけである 。

つぎに.予算立定陀当つての行政規模はつぎのとおり て・ある。

商業者数 704人

工業者数 7 4人

つぎ陀以日数と椛t:j_桃成はつぎのとおり

政
5子

係
一
係

名
一
一

一
工一

光

係
一
一尚

一
観

業課

言十 3 

尚 工 費 の 主
ーー

事; 5色野iと む3 主再 へラW+と: 1ll{ 妥 卒業技

トー一一

商工振興長主主補助 商工会補助 2，000，000 1 4.3 6 2 

商 売とi苛巡対策補助 1.300，00 G 

工Jお誘致補助 1，52ス000

工 企'!h~t経営t辰興対策 1 35.0 00 

収業百11紋Hr委託 1 00，000 

企業主E般化育成tf民対然 50，000 

小口卒業資金貸付預託金 5.250，000 

中小企業厚生施設資金預託金 4.000，000

-32-

要 事業 計画
官』 一-r-I..'.I . -~ 

財 源 内 訳
{i首

問者;S支出金 市 伝 そ の他 ~--一般財白源
考

2， 4 4 0 。 1. 2 5 6 

一
ーー

1 3 0 内、J 。 1 3 5 

。 。 。6. 1 5 1 

安 4i 業言1・画
(単位 干日)

-
財 源 内 訳

考

凶都支出金 市 {u その 他 一 般 JtJ涼
備

。 。 只250 5.1 1 2 

-33-



第 8款土 木 費

i':i 土木費は.これを土木管理費.:i1J路橋りょう費.都市計画費.および住宅費の各項K区介した。

つぎ花.予算算定Kあたっての行政規模は次のとおり である。

道路 面 積 1 Km 2 

r 路延 長 3 1 2 Km 

つぎ托，土木関係職員数と構成は，つぎのとおり

。

。
。
。

-34- -35-



道路 改 修 ，舗装 ，側溝新設計画

治路改修 2 0， 9 0 0，0 0 0円

補助 13号線 (滝合橋~都:ifi173号線迄 ) 下部工一部

玉川 1号線 (河内地内)

不動中 1号線 (高幡 lf1 内)

翌日 29号線 (右弘治 15 9号線~節絹下迄 )

八王子町田 18号線 (帝人下~査団団地迄 )

側溝新設

緑ク丘

第 2豊田荏

向川|原市営住宅内

平 山 地内

京大久保地 内

多開平6丁目 地内

止し一選
場FJi

多 FE平 1 丁 H

多際平 2 T ~~ 

多山平 3 丁目

多

Mt 
多 JJ平

11 

11 

11 

11 

11 

多J2平

11 

7/ 

1/ 

11 

/ノ

fノ

11 

/ノ

11 

1/ 

1/ 

11 

4. 9 5 0， 0 0 0円

8 0， 0 0 0，0 0 0 

~~~ 名

4 4 号線

4 8 /1 

4 7 11 

4 9 11 

る 7 11 

4 2 11 

7 0 11 

5 0 1/ 

、5勺~ 1/ 

5 5 1/ 

5 7 1/ 

5 9 // 

6 0 11 

6 1 11 

6 2 

7 1 /1 

7 2 /1 

7 3 /1 

9 // 

2 8 /1 

6只 1/ 

-36-

一一一一一一
予 :n 

7 4. 0 0 0， 0 0 0 

場 所

多摩 平 5 丁 目

多長 平 6 丁 目

ー-・ ・

緑 ケ 丘

トー

北 制l A宝 ，)iJ 

*光奇市営住宅

上 j桑 鼠‘ 

*光守.!-RJe;f!t'鋼社宅

姥 久 保

尚

路 綾 名 算

多摩平 6 6 号 線

多摩平 5 11 

/ノ 1 3 11 

/1 1 4 11 

1/ 1 6 '" 
11 1 9 1.1 

11 2 1 11 

/1 2 9 11 

1/ 3 6 11 

/〆 6 8 /ノ

11 6 9 11 

1/ 2 2 11 

北御越前 8 11 

11 1 0 11 

1/ 1 5 // 

11 1 6 1/ 

11 1 7 1/ 

/1 1 8 11 

11 i 9 // 

1/ 2 fJ 1/ 

11 2 1 l/ 

11 2 2 1/ 

11 2 5 11 

/1 2 6 1/ 

11 2 7 /1 

11 2 8 1/ 

// 3 0 1/ 

|事j御越前 5 /ノ

r，a日)/7サ以 (I IJ 5k: i~' '''''_都市計 IEÜ街路 2. 1. 4) 
一一

-*光寺市住 3 1/ 

1/ 4 1/ 

11 5 11 

fノ 7 11 

1/ 2 0 11 

11 2 1 /ノ

上 j蚕政 2 () 11 

11 2 5 /1 

一
点光寺東 1 8 11 

姥久保 2号線 (3小~西日[t首j)中央追下

出: 9 号線
s 

-37ー



二互i所 路 線 名 予

願 荘 東常安寺 5 号 線

1/ 4 1/ 

// 5 1/ 

1/ 6 // 

/1 8 1/ 

1/ ? 1/ 

1/ 1 0 /ノ

1/ 1 2 1/ 

1/ 1 3 1/ 

1/ 1 4 1/ 

住 協 中万願寺 '1 0 11 

尚一 一

平 島 4小進 入 路

多J奈川底防数 (日野僑~第 4小学校附近 )
一ー

井 下回 30号 ・新井 13号線

国 下回 4 ・5号線
一一一

万 h頂 寺 捕助 15号紋
一一

田 宮 1 0サ ・上回 3号紋

'口戸ず 1 4 正ペ5-t~ヨK 

/1 1 8 1/ 

上印川原付μ
住 っ首 符 l町市住 2号絞

一一一
ftlz Jヒ広 !日I也 6 号 線

一一一一
井 イ4 井 3 1/ 

11 4 fノ

F" 谷 F' 5.6. 8 1/ 

堀 σ、 内 掘の内 4 8 1/ 

補助 1 号車~

査 回 主主 回 8 号線

11 2 8 1/ 

1/ 7 6 // 

// 6 3 // 

1/ 4 3 // 

第 長 国 在 五を 田 6 6 // 

fノ 6 8 // 

1/ 6 9 11 

1/ 7 0 fノ

/1 7 2 1/ --
第 ?L. 主主 日 荘 盟: 田 4 7 // 

/1 5 1 // 

/1 5 3 1/ 

-38ー

場 所 路 線 名

第 2 室で 回 荘 豊 田 5 4 方Eコ紙，""" 

1/ 5 5 11 

城跡ケ丘 市住 城跡 ク丘市住西 通

大 久保 7 号線

中 込 補 助 13号線

1 '1 北 上 原 1. 5号 山 中 2号線

平 山 平 山 橋程久保 線

平 山橋程久保 2号線

由 木 2号 紋

学 本交 1号 似

南 平 七 生 6 3号絞

七 生 5 O 号臼 ( 七~三中泉 )

生 田 15 1号線 (一番橋~向川原市住)

ネ市 j幼 1 9 号線

向 1'1 )京 市 住 向川原子b"住 2.3. 4. 7号線
一 一…

1'1 補助 1 7号線 (上搭川地内 ){客

玉 川 1 号 t~ (河 内 )

補助 1 7号線 (下 落 川 地内 )
一一 一 一一

;，匂ヲ:- IT¥ 他

名 予 算線

4 号線

5 11 

通

7 号線

二コ
中 2号線

一一

号線

号紋

号似

号絞

号幻 ( 七~三中泉 )

(一番橋~向川原市住)

飢

4.7号線

上落川地内 )

河内)

下 落 川 地内 )

一 一一一

ゴ6，00日 o0 

18 0，0 0 0，0 0 。

治 ?款 Y角 !坊 費

合消防'1J(" の予~~tl定K当つて の行政規模は次の とおりである 。

常備消防 非 常 備 消 防

消防本部 f内 防 出
1 ク所m 防 宅‘ 分 ~ 8分間

出 強 所 1 ク所 消防 自己]車 3 iLコA 

消防自動 車 5 ぷtコふ、 可1&式助力ポンプ 2 3台

消~，h本部署i俄品

消防指令長 (場長 ) 消防指令 消防指令制消防士長 消防土

2 6 1 0 6 1 8 0 

蔀務 職員

事務吏員

消防団 Jrl. 

団長 国11M長分団長副分団長部長班長 団員

5 8 8 26 128 346 520 
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つ ぎ に. 消防 施 設についてはつぎ の とおり

消 火 栓 水 利 襟 式 水

9 4 

稽貯

3 92 3 3 3 

第 /0款教 =民
同 費

カ 教育~ tむ これを教育総務費，小学校野.中学校野.幼稚図費.社会教育費.および保健体育

野の各項花区分した。

つぎ陀本年度の予算算定にあたっての行政規模は.次のとおり である。

小 学 校 8校 児童数 (5月1日現在 )

中 学 校 3校 生徒数 (5月1日現在 )

幼 稚 陪i 3凶 間児教 (5月 1日現在 〕

ノ'.1;:'、、 民 flt{ 1金自

大 地区 センター 2ヶPfr

図 ~!} l1J (移よ")1臥|書館 ) 4クfJT

市 営 フ 一λノ 1ケtfr

総 合グラン ド 1ケ所

本ド /ln t，fi 設 1ヶ所

つぎに教育1'，'ltζおけるIfiafHjお よびJ隙口約成は次のとおり

? 
一ーーー...J.._

2 

公 i毛

計 I 1 ! 4 I 7 35 
一ーーー」ー一ーーーーーーー一一i_一ー ! ーー一一

(注 )公民館長ば社会教育ぷ長正i))長仔とする。

教 育代の主

慨 ~_Jニ染 t'(
50人

中弘後室検夜間.W: . 療法用遊J;.l:~手

1. 2 6 0 

4 4 3 

1. 1 9 0 .百

児童剤.生徒m机.

1白 |相汗購入
6.7 7 3 

-40-

6. 7 3 8人

2， 4 7 2人

5 2 1ノ¥

学級数 1 7 9 

学級 致、 6 9 (内特殊学級 5 ) 

学級数 '1 4 

@ 年以 (小中学校九教育及びぷ主主主ミ，'=[~除 く〕

袈 L筑 .川口
-
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款 事業費 |

山!
888 

業 業事 慨務 要

結核健康診断 |間接撮影.B CG接種等 (小 ・中学生)只060人

検 使 im検査.雨函下戸中学生 )9.伝広
第 1小学校屋内巡動場 |宮内

|市立集会場を体育館K改装改装工事 III.J斗L

第 2小学校校舎改築工事 防 音 校 舎
教「一 一一一 I

説室官官皇議i:1債務負担卦

第 6小学校校舎増築工出 |依務負担会

第 8小学校校舎搬工事 I1 2教室新築

埋立工高八小開設備品

3，875 

108.7 3 2 

投

1尚徳小屋 内述。場新
築工 事

育「 一一一
平山小特月l政主改修工部

校地公団買収分

仮設教室増設工 事

市民レクリエーシヨ ン大会等

多摩平 バレーコー

ト 建設費
本 体 工

給配水工

外柵工

1，000 事 (2面工主主)

蔀

ミ持

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 -----+
-42-

!国都文出金 市 債 の他 一般財源
官官 考

そ

仁士
トー。 。 1， 8 1 5 

。 。
。 。 3.87 5 

. 

1 1， 0 0 0 。 4 4.2 7 8 

‘ 
1 0，2 3 4 1 5.0 0 0 。 2 1， 9 6 6 

6.366 9.0 0 0 。 3 1， 6 3 4 

8 I 8.0斗 |
よ

9. 0 

7- l | 
一一

一一一一一一

唱一

一一。 。 。 8 6 

3 5 。 。 63 2 
一。 。 。 817 

一ト一一。 。 。 369 
-ー

ト「一一一-一一一i 
。 。 1 2 5 。 。 1 4.2 8 0 

。 。 。 233 

. 。 。 。 1 8 6 
トーーー 。 。 。 2 1 1 

。 。 。 5 5 
-

‘ 。 。 。 1， 1 8 8 
ー-。 。 。 3.92 5 

。 。 。 1， 0 0 0 

t 
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色弓

(昭和与 3年度 )
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校 n 配 分

τi!l||H4\-ご:丹え三三~尺厄、王\j子j-ji、ご、、三 児 iE L「，ぜ'.1-~3 斗-4-tIベt~ー一一ー一一分一 γ持ハÍ'Yill 寸率汁τ~;c:寸.7fT Fll s zど三:竺24 二L48fu60-i1一 地40Uf 円_I_:，主主日り」少干弘円ur.:U Lf1.!1弘3f， 吉iり I1 (4225汰1千)円

I 15 1510 I t，O I 6 I s ート子むよ「つ7

16 I b89 I <'-10 I 6 I 3 I 19 I 48 

凶小 18 I 600 I 40 I 6 I 3 L一三9 48 
五 /j、 36 I i， 4 1 5 I 4 0 I 1 4 る 5754

プて 心、 25 I 924 ぺo I 10 ~ I 53 I 50 

11辺全l~/J、 2 8 11， 1 4 6 1 4 0 1 1 1 る 5~ 51 

平山小 18 1 674 1 40 I 7 1 3 [__5 ..9___J__ ~8 
計 1 8 0 I 6.7 3 8 I 3 2 0 I 6 9 I 2 4 l母32・445トーーーー39一ー/ーーー・

一 中 19 I 777 I 40 i 8 I 5 1 53島一一~_2_
-E412  7 11， 1 2 6 I 4 0 I 1 0 I S I 5 5 I 5 3 

七三と中 13 I 569 1 40 1 5 5 I 50 I 48 

言ト 5 9 12，4 7 2 1 1 2 0 1 2 3 1 1 5 I 1 5 8 I 1 5 3 

一 幼 7 1258 I 8 I 3 I 0 I 11 I 17 

一幼 3 1123 I 8 I 1 I 0 1 9 I 16 

二 幼 4 ! 140 _l 8 I 2 1 0 I 10 I 16 

l_s-___i 14 ! 521 I 24 i 6 ! 0 三 0 t==1J__
可二ご寸時妹学級
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「
学校 予 算 配 分 表 (む

学校予算[jt 分表(4) 

I~ [メ外ーム上ニヱ!悠李.比丘一「 械防局砂 i 加工 凡j I ;;j. I ;信 考

1 ~!~~示i ~ 3 な| そ官三L芝生j斗宅;ZL戸主岳j1 1 D i r i - -1!計
二J 1 ~1DT 8… I I 2q_寸寸万二ユ二ヨ二じコ;正二

EE訂i-i7 i;j l : i l i則一;;仁
語読~t -1 ~ j;十11 1 : ~ I ~ ~ 1-~ -~ ;_m~ -i五二
JYf比五?十1 -i- J 寸- 4~e--I"-4汗 I@~投十三; -

一一
一 中 8 6 60 60 126 1 08 

二中 21 1 7 5 60 60 142 150 

七~ニ l ド 25 1 9 60 60 1 3少 1 25 

54 42 5 1 80 180 407 383 
ー

t 

一 幼 9 7 . 1 2 20 39 

ー幼 5 4 1 2 1 6 35 

二 均j 6 -4 1 2 1 6 36 

20 1 5 36 52 1 1 0 

ω⑪ー ヤ拐k学級
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学校予算配分表(ヱj

l除誌恒同恒同一ヂ苧宇ヂ北ι占一|己弘出1bL恒2L午叫徒」Z
t 4JJJf円|い4“JJJ6」JJ;;?引|円奇つ| 3J引;J円円つl口引| 干寸丹つI70:日|い6“ω8ロ2

「工~い30 I い50

!日 ~6 戸1770i y j!11  

!/~ /j~ ! 2 5 ! 9 2 4 11' '1 

41110 1 36 

2 21l  
k中 !2711， 1 2 6 I '1 8 0 I 6 2 Iω 

干日

8801110 24 

510 1 1 0 5 るO t:>o 1 5 

50 5891110 3 1 6 

四小 50 '18 6001110 

750 30 50 

490 30 50 

一幼
トー

二幼

三幼

計

-50-

学校予算配

学校営繕工事

工
d_  

争

438 

校名

玄関前舗為通用門設置

小 |校庭菜地

小!植木・花だん等整備工事

/J十正日用門・屋上榔工事

イト (焼却炉ゆ土留工事

小 !通用門・制御 工事

ト7 小|附・校庭一

平 山 小|焼却炉 ・校庭整地工事

表

名

5 0 

3 1 7 

998 

中|物置新設 ・校庭用便所・i日校舎改修 ・焼却炉

「口同ん蛇口増設一事

-51-
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4 4 0 

9 1 5 

3 7 0 
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額金位単
一
月 5.0 0 0 Pi 額手↓

5.000円

1. 5 0 0ドi

1/ 

1/ 

科

lfi 

職
特別職等の報酬一覧表

コ
位単名職

医校

1虫学校薬剤師

18.学額

// 

月学識経験者の中から選出された委員

議会の設昂の中から選出された委員

|委員長

(教育長の職K

l委員長 | 
委員会の委員 |委員 I // 

|補充員丁目
|会長 |月

初委員 はIj銭 I 1/ 

|委員 I /1 

~.g}康保健ぽ協話会の委員 !日
E資産評価審査委員会の委員 | ρ 

面持ふ係離職者等対策協訟会の委員 ! ρ 

実(開票)問者 l 

挙三
i 0投票 (開票 )立会人 l j r--~~~~~ 0ドj

1 1胎 教育委員 i-/f 1 1500円 J 
1 2民生委員推薦会委員 i 1/ I 

i 3社会福祉委員 i グ
1 4青少年間協会委員 I N 

5文化昂j専門委員

1ふ体育指導委員

1ス消

i
i
i
 

1: 

ケ-卜t

額

/1 

11 

1/ 

/1 

11 

11 

20.図書館協議会委員

24.特別職報酬審議会委員
トー

25.小口事業貸付審査会委員

21.農業共済事業逗営協議会の委員

22.農業共済事業損害評価会の委員

ト一一
23公民館巡営審議会委員

2ス土地区画相早審務会評価委員

ts社会側法人

31.青少年委員
ト一一一一一一ー一一
32基本的総合計l'百審議会委員

-町名地番楚盟議議会委員

26.土地区画役玉虫審議会委員

2虫市立病院迩営委員会委員

「一
30交通安全対策協議会委員

15.000円

8.0 0 

6. 0 0 

2.教育委員会の委員

3.選挙管五五;

4品業委五'{~

1， 2 0 0円

1200円 1

1200円」
1，2 0 0円 i

-， 

月長33.['打

1 2 0，0 0 0 !'， /1 役34.助

1 1 0， 0 0 0円/1 役入35.収

1 0 0， 0 0 0円1/ 36.固定資産評価員

6 0， 0 0 0円'" 長五ス 議
11 

5 2.0 0 0円N E' 
3主こ議38.ijilj 1， 2 0 0円11 

、、1

4 5.0 0 0円

-53-

1/ 町長5虫議1. 2 0 0円
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各諸手当の一覧表

支給を受ける者 の 範 囲 手当の額

伝染病処理手当 従事した職員 1件Kっき 200円

行路病人及び死亡人取
/1 

H 病人 200円

扱 手 =、iゴr 死体 500円

公 金取扱 手当 公金取扱L、陀専ら従事する職員 月額 500円

自動車迩転手当 常時自W)J車退転作撲 Uて従事する職員 1， 000円

下 水道作 業 手 当ト||l管専専管一盟理ら一ら現業忙従事する職員

1 00円

ロ街 匂.

的業務陀従事する職員 1，000円

し尿 処 理 作 業 及 び 現業に従事する職員
ー一ー

!日額 300円

L2与， I-E:_~管 J.!}! 手当 的業務に従事する職員 月 額 1， 000円
一 一.-_

専ら現業K従事する職員 日 名~[J 250円

じん芥処理作業手当 専ら自動車辺転作業叱従事する職員 日 額 200円一 一・ー・目、

開搬務忙従事する職員 K一直接一一一一」 l臼箔 例日円
専ら市税の賦訟徴収及び滞納幣B 本給の 100分の5

税 務 手 当 職員

その他の税務職戸 三本;給の 1009Ji竹

一 日四時間以上市内に出張しil5税の徴収. 市税の
一一一「

|税 務調査 手当 申告制査.市税の波免調査及び回走資産の現況調 日続 60円

|は同凶援j職援虻し従員して事て市市す税税る向職の精滞員神納発f恕EZE{滞(納督促繰
越分)陀従事する 現金徴収額的 | 

滞納経王軍手当
1 000分の5

状の指定期限後) 1何者亡っき 5円

1/ 1円

月 額 2，000円

1/ 1，000円

1/ 2，000円

11 1，000円

主任

び保母手当 i保 母

楕祉事務所の現業K従 l
|福祉事務所の現業医従事する職員

事すおi絹俣病瀦羽銅当 ! 
保 健 指導手当|保健脚のため家庭訪問陀従事す る職員

毒物作業側手当|水陸稲病虫害防除指導のため出務する職員 | 日 額 200円

尋殊技術手当 i市長州要と認める特殊技千J作業陀僻する職員i一月 額 1，出巴

!手 術 手 当l手術の胸万した医師及び介 助 し 棚 |医師仔術齢制
I ! 100分の10品約
I I 職員 ( 1/ ) 

I I 1'00分の6以内

A
斗

に
J
V

~ 

'.>. 

手 当 の 種 類 支給を受ける者の範囲 手当の額

分娩作業手当 分娩K従事した医師及び助産婦 1件 200円

|異状分娩の場部1円2説一~記
伝染病患者K接触した医師及び看護婦

|医師日額 100 
， :看主主婦日伊 50円

げトゲー 250円

危 険 手 当 ~婦及び レントゲ y装置の操作陀従事す看詮嬬 1 件 100円

る技師 技師月額 2，000円

伝染病感染の危険ある検査に従事す る技 技師月額 2.000円

師及びその他の職員 その他の職員日額 50円

麻薬管理手当 麻薬管理法により管理する職員 額ー 500円

死体処理手当 従事した職員 件 300円

研 げJ百I~ 手 当 常勤の医師 月 額 6，000円

月 額 院 長 20，000円

医 師 手 当 医 自市
副院長 1ス000円
医長 14.000円

医 員 10，000 円

往 Rる2ふP 手 当 患者を往診した底的 i往診料の 100分の100 

一一一 一
病院主任 手当!主任技師主任看護婦 |月 街 2，000円

一
特殊診 療手当 市長が定める特殊診療にも閣ました民帥 診療料の 100分の10 

住 ニr-'むc. 手 当 多摩平全域CI'.:IVL居住する医師j
家賃最の半額
( 高月仰 10，000円)

そ族昆虫J品除指導手当 そ族土色虫jt~区除lモ従事 した級品 日 夜y 60円

美化作業手当 専ら現芸ぎに従事するJ隊員
ー

/1 200fT) i 

土木作業 手当 専ら現業K従事する戦負 月 額 1， D 0口円|

公益質屋職員手当 公益質屋の業f~5VC従事するi成員 1/ 2.000 F3 I 

-55- ー'ー._ 



市有建物の火災保険加入状況
(参考表)

i区介! 共済目的の名称 所 在 地 延面積 分担金

高幡 68 --1 I 2 7 5.4 0 I 1 0制.5102 j | 
多摩平 4-3 I 368.38 

行 豊田1.0 4 9，.._ 1 I 11 5.50 

日野 ス721 I 111.5"t 

ー新井東養塚 23ス44 1 3.一一一一一」

下回 20 0 1 4 2 4.6 9 1 8.41 0 I 

多段平3....... 2 8 I 9 3. 9 7 I 5.1 7 3 

政 日野2.8 0 0 I 88虫38

福祉 日野 2.6 1 4 I 1. 207. 25 
一

結社会 館 高幡 69 6 --1 I 1 65.25 

高 幡保 育 園 高幡 705 I L~9 ス 4 5

ー豊田保 育 図 豊田1，0 71 I寸 む57

平 山 保育園 平山626--2 I 22呪25

向 川 原集会 場 川辺堀の内86日 61. 87 ド 2.394 1 
川Ij京イ寸 集 会 場 ・ 宮 ."S9 9 ""'J 5 I 3 4.0 4 I 7 9 8 

!1i1| 下東1高リJ光社幡2回1ケ寺付市丘市市市市営営営営営住住住住住 宅 日野 3.95 I I 2. i 6日00 15422 1 l 1 
宅 下回 19 7 I 528.9 7 I 3.3 1 8 

宅平LLI1. 1 7 1 ---1 I 6 9 4.0 0 I 1 9.9 8 0 

注 宅 宮 39 9 --5 I 1. 735.00 ト1ー“ーーー4ーー6一.一9ー一9一6一ーーーーーーω』

宅 高i播 56 4 --1 I 7 0 0.0 4 I 1 2.2 3 0 

h一市市 立上 回自治会館 上回 47 4 ---1 I 8 O. 99 I 3.1 50 

立大和田自治会館 平山 2.1 2 4 I 7虫33 I 3.1 02 

市立万腕 1/ 日野 844--7 ト- 8D99 「「「-ー3訂EIJR百EEfT一j一一寸l : 
市立下町・下)11原 u 日野57 9 I 7虫33

市立谷イ中山 ρ 日野 3.06 7 I 7虫33

公 益質屋 日野 2.5 1 0 I 5 0.1 7 I 1 0，5 8 7 

!日 平 山小 学 校 16.427 _.~ 

i下 水 道事業 所 j

~56-

扇「下五夜間古石蒜-r守「一 在 一地

二一|旧 量 出駐在叫盟主豊田1.09 0 

1 1  
通

5 2. 8 9 I 1. 5 0 1 
ャ一一一ー一一 一」一一一一一一一一一一」 / 

教 育財

(
中
，uγ
校

)

行
政
財
政

ミ子')L

員又

行~ L~-~去一会民館 ! 日野市日野2.61 4 

政公|新井 地 区センター

吋医;底地 区センター!

庄)|多i昔平地区センター|
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